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1．は じめに

　大規模災害発 生時 に は
一

度 に多数 の 負傷者 が発 生す る

た め ，災害現 場に 派遣 され る 医 療機関 （DMAT ）に は 迅 速 か

っ 適切な治療 と効率的な負傷者搬送が 求 め られ る ，そ こ

で 現在，負傷者 の ト リア
ージ 情報を地図上 に 実時間で 表

示 し ，イ ン ター
ネ ッ トで 配 信 す る 医 療 支 援シ ス テ ム の 開

発 が進 め られ て い る ［1亅．本研究 で は，電 源 と通 信 手 段 の

途絶 した 災害現場か ら，専用 端 末 を 用 い て トリア ージ情

報 を 正 確 に 後 方指 揮 本 部 の サ
ーバ へ 送 信 す る こ と を 目的

とす る．具 体 的 に は，トリア
ー

ジ 専用 に 情報 送 信端 末 を

開 発 し
， 特 定 小 電 力 無 線及 び 衛 星 携 帯 電 話 回 線 を 利 用 し

て 情報を伝送す る．
2．実験方法

　災害現 場 に お け る シ ス テ ム 構 成 を 図 1に 示 す．災 害 現場

で は ，トリア
ージ 情報送 信 用 専用 端 末 （以下，エ ア タ グ），

中継機 ，親機，解析用 ノ
ート PC ，及 び 衛星 携帯電 話 を用

い て トリア
ージ情 報 の 伝 送 を行 う（図 2）．

　 まず，トリア
ー

ジ は DMAT に よ り通 常 の 紙 製 タ グ を用

い て 行 わ れ る、そ の 後，DMAT に よ る エ ア タ グ の 操 作 で

紙 製 タ グ に 貼 付 され た RFID カ
ー

ド（現 状 で は FeliCa）の 情

報が 自動的に 読み 取 られ る ，同 時 に ，内 蔵 GPS に よ る位

置情報 ，端 末 ID 及 び 中継機 ［D 等 も送 信 データ と して 用

意 され，こ れ ら の トリア
ージ情報 は情 報 送信 地 点 か ら最

も近 い 中継 機 へ 伝 送 され る．そ の 後 ，ト リア
ージ情 報 は

特 定 小 電 力 無 線 に よ っ て 複数 の 中継 機 に よ る ア ドホ ッ ク

ネ ソ トワ
ー

ク を介 し，災害現場で の 基地局 とな る親機 に

伝送 され る，親機 か ら は シ リア ル 通信 に よっ て 解析用 PC

に 情報が 送信 され ，衛星 携帯電 話 （N］rr ドコ モ ： ワ イ ドス

ター　ll，上 り最大 144kbps，下 り最 大 384kbps）に よるイ ン

ター
ネ ッ ト回 線 接 続 に よ っ て 後 方 指 揮 本 部 に 設 置 され る

サ
ーバ へ HTTP 送信 され る．

3．実験結果

　本 シ ス テ ム の 有 効性 を確認 す る た め に ，災 害 現 場 を想

定 した トリア
ージ 情報 送 信 実 験 を行 う．実 際に は FeliCa

カードの 貼付 され た 紙製 タ グ 30 枚 を用意 し，エ ア タ グ に

よ り FcliCaカー
ドの lD を 自動 的 に 読 み取 り，ト リア

ー
ジ

情 報 の 送 信 を行 う，実 験 場 所 は 新 潟 大 学 五 十 嵐 キ ャ ン パ

ス と し
，
3 台 の 中継 機 を 配 置 し，負 傷者 30 名 の ト リア

ー

ジ 情報 を 3 台 の エ ア タ グ を 用 い て 送 信 す る．

　実験 で は ，災害現場 に 設置 した 解析用 PC の デー
タベ ー

ス に 保 存 され た 全 て の トリア
ージ 情 報 が，後 方 指 揮 本 部

（新 潟 大 学 情 報 理 工 棟 8 階 802 室 ）に 設 置 した サーバ の デ
ー

タ ベ ース に も保 存 され て い る こ とを 確 認 した ．具 体 的 に

は，エ ア タ グ か ら解 析 用 PC へ 送信 され た 全 て の 情 報 が サ
ーバ へHrrp 送信 され た ．
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図 1 シ ス テ ム 構 成

4．考察 ・ま とめ

　 1顫信 手 段 の 制 限 が 著 し い 災 害 現 場 に お い て
， 負傷 者 の

ト リア
ー

ジ 情 報 を 伝 送 す る シ ス テ ム を 構 成 し，実験 に よ

っ て 正 確 に サ
ーバ へ情報が 伝送 で き る こ とを確認 し た ．

こ れ らの ト リア
ージ情報 をイ ン ターネ ッ ト配 信 す る こ と

に よ り負傷者情報 を各 地 で 把 握す る こ と が で き る た め，
災 害医療情報 の 効率 的利 用 が 期待 で き る．ま た ，今後 は

衛 星携 帯 電話 と解 析 用 PC にお け るサーバ へ の 情 報 再 送 方

式 の 追加 等 を試 み る予 定 で あ る．

　 本 研 究 の
一

部 は ， 新 潟 県 中越 大 震 災 復 興 基 金 な らび に

新 潟 大 学 災 害 復 興 科 学 セ ン ターの 支 援 に よ る もの で あ る．
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